
国
際
教
護
大
学
英
指
名
て
ス
タ
ー
ト

す
る
意
向
だ 。
員
は
四
十二
人 。
そ
の
う
ち

を冗
を
多
様
化
し
たい 。
段目

は
「
A
K
I

T
A
I

N
T

国
際
教
養
学
部
の
み
か
ら
外
国
人
は
ア
メ
リ
カ 、
カ
ナ
業
は
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
（
少一

E
R
NATIO
N
AL
成り 、定員は百
人 。グ
ログ 、
中
園、台湾 、純
国 、
人数ゼミ
方式）
を押入す…

U
N
I

V
E
R
S
I

T
Y
－

ー
パ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
と
グ
ロ

ロ
シ
ア

、

ポ
l
ラ
ノ
ド 、

プ

る 。

学
生
定
員
百
人
に
対
し…

三
月
に
間
伐
し
た
ミ
ネ
ソ
タ
lパ

ル・
ス
タ
ディ
ズ
へ
北
ル
ガ
リ
ア
の
八
カ
国
か
ら
計
て 、
教
員は
約
五
十人 。
当日

州
立
大
学
秋
回
佼
（
M
S
U
米
分
野 、
中
国
分
野）
のニ
二
十
七
人
と
なっ
て
い
る 。
初
は 、
学
生二
人
に
教
員一…

lA）
の
跡
地
を利
用
し
て
課
程
を
阻
く 。
ほ
か
に
留
学

初
年
度
は
飽
自
の
入
学
鼠
人
と
い
う
密
度
の
限
さ
が
特－一

来
年
四
月
に
開
学
す
る
予
生
向
け
の
日
本
研
究コ
1

ス
験
を
実
施 、
二
年
包
以
降
は
徴
だ 。

一一

定 。
企画
で
初
めて
の
他
方
も
設
け
る 。

セ
ン
タ
ー

試
験
を
砂
入
す
る

進
続
すべ
て
の
侵
終
が一 日

独
立

行
政
法
人
の
大
学
と
し

保
用
が
内
定
し
た
専
任
教
予
定
だ 。

茶店向吋」
行
わ
れ
るこ
と
に
注一 一

－Hil
li－－Hill－

目
し
た 。
八
月
か
ら一
年
間一－

6
6
彰
男
ZM44
4
修彰男
ιJ
4
彫
ZU

刊
誌
訪日明
店
長
翌日ぃ…

グ
基
盤
鈎
貨物w，，P一
底
段ww
y

る
と
こ
ろ
が
い
い

詩
語版将一

省
猛
省
建
多r

z
箱
ゐ外務

三1
1
乃
支

い
るこ
と
が
大
切也

君…

．

，
‘
，i
・
v－
L，
l
・

：
，
L
t

一
刻
繍
湖湖W
M輔副測凶圃
と
こ
ろ
に
英路が
あ
る
環山崎…

〉

、
ー
す
f、
p
p－
E込
・
・内
l
，、
・・
2
j・
2
是
正

込
詞華u
hia－－
，
山司ι・・・

fy
Eハ
問削
垣uF煙宴中4
KAMi
有

ヌ川

底
ノ
＼

aua・司
J＠ι圃
に
身
を
置
き 、

聾ナ
カ
を
維

こ

ノ

z

t
さ－

2

2

E

B
〈

画
司
怒
泊開
待・
向
上
さ
せ
たい
と
考
え …

中
嶋
ま
ず
県
内
の
高

校
と
こ
ろ
に
引か
れ
だ
そ
れ

直面
実
は 、
二
年
ま
で
は
店

主
闘fA一乃r議
て
い
る 。

生
の
笛
さ
ん
が 、
こ
の
大
学
で
とつ
な
る
か
は
やっ
て
み

‘凪園田阻圃・
（
茶
店）
と
教
鐙
の
基
盤
警官V－E－崎温．
寝

室
を英
語
だ
け

に
ど
ん
な
関
心
や
期
待
を
待
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
だ
ろ

－E’

ia国a

に
専念
し 、
＝一
年
か
ら
グロ

広
島
鮫隊
創
官邸際
民E
・

で
守つ
こ
と
が世
話
を
呼
ん

っ
て
い
る
の
か
を
聞
か
せ
て
－つが 、

新
し
い
露
五
強

園開
ふ時
間陸

lパ
ル・
ス
タ
ディ
ズ
か
グ

中嶋川γ
判川は三
だ
の
は
確
か 。
だ
が 、
そ
こ一

下
さ
い 。
・

で
き
る
の
は 、
日
本
人
に
あ
ム
匂

a
t
t齢世田園
ロ
lパ

ル－
Kν
ネ
ス
の
専
ネ
ソ
タ
州

立
大へ
留
学
で
さ
ま
で
徹
底
し
た
方
が
プ
ラ
ス

木
村
国
際
霊
大
が
ほ
り
が
ち
な
「
慣
例へ
の
と
ら

E

j一
川叶汁
d

門コ
1

2
票 。
ア
〆
り
た
が 、

寝
室
大
は
中
国
に
な
る
と
判断
し
た 。
大
学一品

か
の
大
学
と
違
う
な
と
思つ
わ
れ」
を
打
破
し
よ
う
と
す

木村佐知
子
さ
ん

カ
で
は
専
攻
が
ミ
ス
マ
ッ

チ
の二
校
を
加
え
た 。
さ
ら
に 、
の
門
を
く
ぐ
れ
ば 、
そ
の
ま
よ

た
の
は 、
カ
リ
キュ
ラム
が
る
精
油仰
を
渚
う
上
で 、
と
て
：
i
i
li
l
i
－－－
i e

だっ
た
と
思っ
た
際 、
簡
単
オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア 、
イ
ギ
り
ま
異
文
化
空
閉店
入
り
込
ん

位
特
な
こ
と 。
今
ま
で
に
な
も
い
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
学
が
教
護
探
穏
を
廃
止
し 、
に
伝
部
や
転
学
が
で
き
る 。
ス 、
香
港 、
台
湾な
ど 、
留
だ
雰
囲
気に
な
る
だ
ろ
う 。
了

い
く
ら
い
自
由
で 、

既存
の
う
か 。

一
年
次
か
ら
専
門
糾
自
を
学
そ
う
い
う
窓
際
で
の
自
由
度

1

11
11
i b

i

枠組
み
に
縛
ら
れ
て
い
な
い

中
嶋
日
本
の
多
く
の
大

～公刀
向
に
遊
ん
で
い
る 。
し
も
非
常
に
高
い
は
ず
だ ・

河川HM監

」百掛

か
し 、
高
校
の
段
階
で
本
当

三
浦
留
学
を
義，拘
付
け

平司岨

山

に
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
て
い
る
と
こ
ろ
が 、
と
て
も

見
い
だ
せ
る
だ
ろ
うか ．
大
魅
力
的
に
映
る ．
カ
リ
キュ

学
に
入っ
て
初
めて
分
か
る
ラ
ム
の
内
容
も
充
実
し
て
い

こ
と
も
多
い
は
ず 。
国
際
教
る
し 、
何
よ
り
も
学
生
個
々

月l!ll臼

来
年
四
月 、
雄
和
町
に
開
学を
予
定
し
て
い
る
国
際
教
養
大
学の
実
像
が

明
確
に
なっ
て
き
た 。
国
際
社
会 、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
舞
台
で
通
用
す
る
語

学力
と
知
識
を
身
に
付
け
た
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
に
主
眼
を
置
念 、
こ
れ

ま
で
の
国
内
大
学に
は
な
か
っ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
す
る
方
針 。
教

員
の
陣
容
も
固
ま
り
つ
つ
あ
り 、
準
備
は
着々
と
進
ん
で
い
る 。
開
学ま
で

一
年
を
切
り 、
県
民
の
関
心
が
日
増
し
に
高
ま
る
中 、
中
鴎
嶺
雄
学長
予
定

者
と
県
内
の
高
校
三
年生 、
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
学秋
田
校
（
M
S
U
｜

A）

の
卒
業
生
が
新
大
学へ
の
期
待
な
ど
を
語
り
合っ
た 。

2003年（平成1 5年＞5月5日l:J ヵrきさE日�」.I.!

キャリアデザイン 、インターンシ

社
会一
で
生
か

学
問
に
取
り
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戦争は
激
しか
った。
その
きるだけ
多くを
学ぼう
と
したさまざ
ま
な
個性
と出

た
め高
校は路
め
込み教育
フル
回
転
で
俊
樹棋に
出
た。

会え
る
のも非常にいいシ

で、
先
生た
ちも、
いい
大
佼
撲
のシステムがM
S
U
ステムだ
と
思う。
ア
〆リ

学に
入れ
ばい
い
企業に進
l
A
と同じだったので
全力
では鍛初 、
生物学を専

松山州
める
と飢
り
返
し

てい
た。

く
ほ
抗は
なかった。在
学
攻
した。
しか
し、多く
の

剖印
そん
な考
え方に
なじ
め
な申は中
国へ
の短
期留
学も羽目を学
ぷ中
で地理
学
に

刃ゆ
かった
し、
入学すればア実
施
し、
見聞を広
め
る
こ
出合い、専
攻を変え
た．

ι－

ι川

ルバイトやサークル
活
動
とも
できた．

や
る気が
あ

る
な
ら
ど
こへ

ー〈
に問け
暮
れ
て
学生
生
活を
谷
村
日
本
の
大学を受でも
転
滋
で
き
る
方式を取

tU
楽しむだけ
の日
本の
大
学験
し

て失
敗し、
主
な
ら

史れ
て
ほし
い．

RtJ
に疑問を出回
き、
MS
Ul
ぱ
アメリカへ
行
こう
と
思

中嶋
入鼠は
思
な
るメ

以位
Aを選
択した

。

っ
た
のが
M
S
U｜Aを選ジャーに過
ぎないはずだ

む
入
学
官、
同で
は
四
んだ理由。問確
な
民窓
が、
日
本
では
それがすべ

pt
年制
大学に
扱わ
れてい
な織は
なかっ
たが、
これか
てを決
め
て
し
まう。
これ

語
かったが、留
学を終
え
て
ら
の時代に外国
語
必
要
はぜひ
とも
打破
し
な
け什

刊
当
卒
業する
こ
ろに
は日
本の
との
惚織
は
あった

。も
っ
ぱ
いけな
い

。

大切
な
のは

Fι
企世間が
回
大問中
と
み
な
して
とも、
自分
が路す
英路
は
学
位そ
のも
のよりも、
入

凶川
くれた。その
点は時代の小鋭
でも
得税
みす
るよう
学
し
てか
らど
ん
な勉強を

「卜
流れに乗れ
た
と
思う・
M
なも
の
で、マンケlト
大
したか
というプロセス也

sul
Aを修了
し

てセン
に留学
したら、
い
か
にセそ
の
観点か
らも専
門限
大一目

トクラウド
大
に留学、
で
ン
ス
が
ないかを
自
覚させ
学院を阜く立ち上
げ、
大一
回

躍闇
腸園田銅回四・・・
られ
た。

学
と
の連続性を生
み出
し一
m

a
・
2
圃
圃
そうし
長昧で、
国際
たい

。

請で
が
んじが
ら一ロ

中
嶋
M
S
U
l
A
の
率
一品
・
・清
広
γ

抑制削
教
授
大
こ
ま
効
累
的
な
英
路
め
に
な
り、
学
生
の
警官
ス一司

差に、
体談
義
し

てl
J
tJ
吋
学習を即
断する。

震
と
えするだけの日
本
の一
F

もら
いたい

。

恥haa，Ett時a・・・会
で頑
張ってきた教員は
教育制度では、
大
学が
国＝
jJV－ql

安達
第二次ベビlブ

髭
政監
，

圃
個性的
支ばかりだ
言
語争力を失い、
空洞化一
7

議1M

lム
誌に生
まれ、受験
安遺
書さ
ん

し、少人
数クラス
で
そう
が避けられ
ない

。

＝
・
1
U

＝

制Y凶ペヨ品目

yr

員に
なっ
子
り、
インター
る学問
ということだ 。

止
ま
り
では
なく
MB
A一一

グ・fb
民il

；：

－一！
！

・

1

ン
シ
ヮ
プ
で
実
務
に
深
く
か

木
村
そ
ん
な
素
晴
ら
し
（
経
営
学
修士）
な
ど
修
士
竺

聞
醐am
掴υ～1一
司～
t

1
1
｜川」
かわ
るスタ
イル
に
す
るの
い

さ一生
懸命に受験
を取
得
す
る
のが当た
り前一一

也
監
ド

為
点、

，－
JJニ
ア（』一
も
効
果的
と
みてい
る。
勉
強
し

て入
学す
る
と、
あ

の時
代。
国隙
教
波大には一一

Ehv

U
E寸 、4’ ー一
木
村
社AZに
出た
とき
る種
のギャッ
プを
感じる
次
のステップ、
つ
ま
り大一

明陶am

，
r
．－一
に
役に立
つ勉強
をす
る
と
のでは
ないか 。

学院に
つ
なが
るシ
ステム一

旬
kwm

r
EUluト
tJ
一

いうが、
ビジネス人を宵
中嶋
織り返すが、
し
の創般を鐸む。

一

tm引1町山

－

来

す
二

て
量
門
学
校
の
イメ
ー
ジ
ょ
せ
ん
入
獄
は
物
差
し
で
し

安
達
国
際
芸
大
に
は一

罰
一

11111111
が
浮か
ぶe
喜一車
視と
は
か
ない。
伸
び伸
び
と
勉
強
夢や
可能
性
が
あ

る。

入学一

幅安a／

体制は
。

どう
いう
こ
と
なのか

。

してきた生
徒が
入
学
でき
したら、
い
ろん
な国
の
人一

1J

iy－vh叶

中嶋
恩師
教鈍大は
四

中嶋
日
本の
大学は空
る
ように
し
たい。
将
来、
と
の
出会いを
大切に
して一

中
川町睡E～

年
制
主？
と
思
定
さ
れ
て
い
疎
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
塊
み
こ
の
大
学
の
車
業
生
が
日
本
ほ
し
い。
四
年
悶
学べ
ば
物－

諸問

晶
軍
艦
S掛

るし、
日米
自の大
差
たいなもので、
世の中と
を変えていくリーダーに
事に取り組むスタンスが一

申
闘
川崎可

す

警
告
得－D
れ
る
（
デュ
の
か
か
わ
り
が
喜＠
こ
れ
育
つ
こ
と
を
願っ
て
い
る。

確
去、
メ
ン
タ
ル
函
喜一

可

hze

ま

一

1
聞FEF－－ e

lu

アル・ディグリl）。
進
では社会の聞きについて
そこで、
国際教育を
き
さも身に付く
若う。
た一

旬
開
場J

せ

路
につ
いては
襲認を
いけ
な
い

。

寝室大
は
た
先訴
と
して助
言を 。

だ
し、
大学
が
促
供す
る
プ一
’2
4可

ら

考
2・ャリアデザイン、
それと
程的に、
耳門職
谷村
話を間くと、
も
ログラムを活用しなけれ一

旦
ヲ

圃－

）

知

国
内外の
企黙に
おけるイ的発
想に立っ
た実学を
教

』・・・
ば
怒川町が
ない

。

一
叶V
園

町
l
ぉ

ン
タ
1
ン
シッ
プ
毒一
慢
し

き。
ちな
み
に
筆
と
は

h
F
沼
幽
・
a
自
然
環
に
霊一

メ
鼠

叫

す

を

たプログラム
語む。
ま実用的
と
いう
震
で
は
な

可
語
調
、
露
間売ぜひ
とも一
」
工
場

制
ま

報
映

2
5
いた
人
裂
く、
主に社
会
で
生か
せ

伊
選
舷ユ
ニパ1
21
タウ一

養
明
F

側

首
繍
社

，
i
J

－

t

k
・
・
正
し
て
み
た
い。

妻、一

数

V1
∞

色

験

入

デ

・
み
ね
お）

級
会
蓄
（
大
学院
部
会
PL

自
由
一一

、

d
圃
・
学
生
器
三
も
し
れ
な
い一
－
i

白

a’
k

iv

本

の

ピ

山本
市生
ま
s
法
人
大学
セミ
ナー
・
ハ
ウ
ス
霊長
一一

一合
村

学
さ
ん

さ
年
生
は
全
員
個
室
の
寅一

され
ゑ
」曹

ぽ
完

州

施
話
介

聞大学中国
日
などを
誇eオーストラリア図立一一
・i・e・－－
ji－－：・
生活をしてもらう。
そこ

V
も
可
内
予

業
実
講
紹

明大学て
一
大学、パリ政
言、
カリフォル一一
のすごく面白い大学のよ
での出会いも
華経験

君

事
＼〆
ト

ス

授
度
者
学

。一川年か
ニア大学サ
ヂィエ
甚大学院の一一
うだ
これだけ内容が充
になるだるつ。
蓄やス

Fに
瑚a
／／

羽
パ

の
海
定
大

差l2日客員還を
を
蓄は
「現
代中一一
実
し

てい
る
と
四
年間
ではタッフは符
れる
人
材
ばか

園
dJ
刊
ン
で
花
予
先

〈

皇制…
露」
「中ソ
E
F
「
北
京一一勉
ち
きれ
ない
のでは
な
り。
とにかく、
い
い
大
言

定
h
L
川
ヤ
語
成
長
学

ノ
ジア
太平

烈烈」（サントリ
ー

2
5
一一
いか。
これからは、

主
つくる
さ
？ぃ。

予
4
1
M

キ
ウ
慌

停
学
留

肌山町口げ，，

．hE

H
P）
国
防
…
「
岡町
関
係
論」
「
中
国

台湾
・
雷
一一
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※参加無料。受験生はもちろん、高校1～2年生、保護者の方など、どなたでもご参加いただけます。

ぷ県内各地からパスによる無料送迎を行う予定です。詳しくは、事務局までお問合せ下さい。
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